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▶4月30日で平成は終わります。この30年間，ど
のような時間を過ごされてきましたか。▶1989年，
昭和最後の日となった1月7日，高校1年生だっ
た私は級友と駅のベンチに座って話していました。
その時，新聞の号外が配られ平成を迎えたことを
知りました。この日は土曜日，故郷北海道の高校の
始業式は1月中旬でまだ冬休み中だったようです。
30年前の記憶は定かでなく，なぜ朝から級友と
会っていたのか思い出せませんでした。バブル景気
の崩壊と同時に進学のために上京，先輩の就職
活動が陰り出し自分の年には完全に氷河期に突
入。平成7年，Windows 95が発売された年にな
んとか社会人となりました。まだ課に1台しかPCが
なく，初めて携帯電話を購入したのは平成8年で
した。▶振り返るとこの30年間に社会が大きく変化
したことを実感しました。次の30年にはどのような
変化が起こるのでしょうか。2019年，ぶれない軸を
持つためのスタートの年にしたいと思いました。本年
もどうぞよろしくお願いします。� （小齋）

▶新年号である今月は「次世代を担う看護管理
者の育成」をテーマに特集を企画しました。当初は
新年号らしく，看護管理者にはこのような能力が必
要になるのではというビジョンを紹介することをイ
メージしておりましたが，実際にこのテーマでお話を
伺ったり研究を調べたりしてみると，背景となる問題
意識や，これからどのような看護管理者が求められ
るのかについて共通している点が多いことに気が
付きました。特集をご覧いただくと分かりますが，地
域や経験もさまざまな執筆者の皆さまの考察や地
に足をつけた取り組みから，共通した管理者像が
浮かび上がってくるかと思います。▶「変化の時代」
という言葉をよく耳にしますが，看護管理者にとって
変化は日常であり，個人としても組織としても常に
変化に対応していかなくてはいけません。新しいも
のを取り入れる柔軟な姿勢や，学び続ける環境づく
りなど，弊誌でも取り上げていけたらと思っておりま
す。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
� （石塚）
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認知症ケアメソッド「ユマニチュード」 
各施設の実践はここまで進化した
フランスで 30 年の歴史をもつ認知症ケアメソッド「ユマニチュード」。弊誌では 2013 年 10 月号
で初めて紹介し，すぐに完売するなど急性期病院の現場から大きな反響をいただきました。 
本特集では，5 年が経過した現在の各病院における組織的あるいは先駆的実践を共有すると
ともに，よりよい実践に向けた現状の課題と共通解を紐解きます。

【総論】各施設の成果と今後の展望◉本田美和子
実践者，インストラクターの立場からの振り返り◉林 紗美
【座談会】ユマニチュードの組織的導入のプロセスと成果
◉小川聡子／川﨑つま子／田中とも江／宗形初枝／本田美和子／イヴ・ジネスト
【実践報告】調布東山病院：組織全体での実践◉安藤夏子
【実践報告】郡山市医療介護病院：「立つ」の実践◉宗形初枝
【実践報告】聖マリア病院：ICUにおける実践◉杉本智波

特別記事
高度実践看護師の役割開発と活動領域の拡大を目指した
“PEPPA”フレームワーク活用の提案
野々内美加

巻頭
あしたのマネジメントを考えるヒント，この人に聞く②
嘉村賢州氏

新連載
マグネット・ジャーニー　聖路加国際病院のチャレンジ◉柳橋礼子ほか

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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